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１２月も下旬となり、はや一年が過ぎようとしています。日頃から自治会活動にご理解・ご協力をいただき、会員の皆さま

には心より感謝申し上げます。また先般の清掃キャンペーンでは多くの皆さまにご協力をいただき、み春野内外周辺が

きれいになり気持ちよく新年を迎えることが出来ます。本当に有り難うございます。 

これから年末を迎え冬本番となり朝晩の冷え込み厳しく日中との寒暖差も大きくなり、空気も乾燥してきます。感染症や

体調管理そして火の元にも注意して元気に新しい年を迎えましょう。 

 

年明け早々に、恒例の「新春マラソン大会」が１月４日に開催されます。従来、こてはし台自治会・み春野自治会・こては

し台地区スポーツ振興会共催で実施していましたが、今年度「こてはし台中学校区地域運営委員会」が設立されたこと

から今回から地域運営委員会も協賛して以下要領にて開催します（み春野自治会は地域運営委員会に集約）。実行委

員会にはこてはし台自治会・こてはし台地区スポーツ振興会等に加え、み春野自治会・横戸台自治会・大日町内会が参

加して運営します。 

毎年幼児からシニアまで幅広い年齢層の皆さんが大勢参加されています。もちろんみ春野からもたくさんの方が参加

し、優勝や上位入賞したりしています。賞品も盛りだくさん用意されています。ご家族皆なでそろって参加し、幸先の良い

スタートを切りましょう。 

「賀詞交歓会」については１週間ズラして、１月１１日に開催します。会員の皆さまへの日ごろの感謝と年頭のご挨拶、ま

た会員皆さまの相互懇親の場としていただければと思います。新成人等の若い方にもぜひ参加いただきみ春野の将来

についても語らうことが出来たらと思います。 

また２月には地域運営委員会主催で「ブーメラン作成体験会」が開催されます。詳細は今月の回覧をご覧ください。 

 

今回の回覧では皆さんへのお願いごとを２つ載せさせていただきました。いずれも先日の清掃キャンペーン時に多くのご

意見を頂戴したもので、「植栽・竹木の適正な維持管理」と「犬のフン放置」に関してです。 

植栽等の繁茂で道路のみならず隣家への越境でご迷惑をかけているケースや雑草放置で排水溝をふさいでいるケース

も散見されています。犬のフン害については皆さまの声をそのまま回覧に掲載させていただきました。 

住民お互いが少しの気遣いをすることで、毎日を気持ちよく過ごせるようよろしくお願いします。 

 

さらに「夜回りボランティア募集」についても回覧させていただいています。昨年から千葉市が推奨する「防犯ウォーキン

グボランティア」など地域活動以外で市民が個人参加する自主防犯活動を推奨させていただいていますが、そういった

活動との相乗効果により地域の安全・安心を目指す取り組みです。 

「活動できる人が」、「活動できる時間の中で」、「活動できる範囲を」巡回することで、防犯・防火・見守りを通じて、みんな

で安心できるまちを実現しましょうという趣旨です。 

活動は通年、日没を目安に！ 都合の良い場所から都合の良い場所まででＯＫ、個人、家族、グループでの活動ＯＫ、

毎月１回や空き時間のある時だけでも OKです。み春野を歩いて見守る！ボランティア活動に参加しませんか？ 
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【 各部からのお知らせ 】 

１． 会計部より 

《令和７年度下期自治会費等納付について》 

１１月に実施させていただきました、令和７年度下期自治会費、「赤い羽根共同募金」、「社会福祉協議会」会費の納

付状況は下記の通りです。 

１） 令和７年度下期自治会費  （令和７年１１月３０日現在） 

２） 赤い羽根共同募金   

３） 社会福祉協議会会費   

会員の皆様、班長・副班長の皆様、ご多忙のところご協力いただき誠にありがとうございました。 

 

２． 防災部より 

《地域の絆が支える防災力》 

阪神淡路大震災や東日本大震災等の地震災害では、被災者同士が暴動や略奪もなく助け合う姿が世界から称賛さ

れました。これは、日本人の「困ったときはお互い様」という精神が根付いていたからだと考えられています。また、広

域的な支援やボランティア活動も活発に行われました。こうした絆の力は、災害時における大きな支えとなります。 

一方で、経済成長とともに社会は変化し、核家族化や地域とのつながりの希薄化、道徳心や地域奉仕の衰えといっ

た課題も生まれました。現場での経験や人のつながりを重視する姿勢が薄れ、効率や間接的な管理が優先されるよ

うになったことも、防災力の低下につながっています。 

さらに、日本の発展を支えてきた「産官学」の連携も、少子高齢化や財政難、産業の海外移転などにより機能が弱ま

りつつあり防災人員の減少や初動対応の遅れなどが懸念されます。 

このような現状を踏まえると地域の絆を見直し、住民同士が支え合う力を一層育むことが大切です。災害大国である

日本において、地域のつながりこそが命を守る力となり、未来の災害に立ち向かう基盤となるのです。 

 

３． 防犯交通安全部より 

《防犯カメラ増設に関するお知らせ》 

日頃より地域の防犯活動にご協力いただき、誠にありがとうございます。 

み春野自治会では、防犯カメラの拡充を進めております。 

現在、み春野内には２台の防犯カメラ（み春野橋付近、み春野公園東側付近) を設置しておりますが、このたび、新

たに２台の防犯カメラ（ヤクルト販売み春野センター付近、み春野公園西側付近）を増設しました。（１２月８日現在稼

動準備中) 

自治会では、来年度以降もさらなる防犯カメラの設置に向けた働きかけを千葉市に行ってまいります。 

なお、地域一人ひとりの取り組みが安全な街づくりにつながります。各ご家庭でも、防犯のため、夜間の門灯・玄関

灯の点灯や人感ライト・防犯カメラの設置をお願いいたします。 
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